
 

 

 

 

 

Ⅰ．Ⅰ．Ⅰ．Ⅰ．平成平成平成平成 28282828 年６月期業績概要年６月期業績概要年６月期業績概要年６月期業績概要―大幅増益を達成―大幅増益を達成―大幅増益を達成―大幅増益を達成    

◎売上高◎売上高◎売上高◎売上高    

    主力商品である「もっちりやわらか主力商品である「もっちりやわらか主力商品である「もっちりやわらか主力商品である「もっちりやわらか絹絹絹絹厚揚げ」、「もめんとうふ３パック」等が好調に厚揚げ」、「もめんとうふ３パック」等が好調に厚揚げ」、「もめんとうふ３パック」等が好調に厚揚げ」、「もめんとうふ３パック」等が好調に

推移したほか、「切れてる豆推移したほか、「切れてる豆推移したほか、「切れてる豆推移したほか、「切れてる豆腐」は流通業向けの販売のほか食品加工業、外食業向けと腐」は流通業向けの販売のほか食品加工業、外食業向けと腐」は流通業向けの販売のほか食品加工業、外食業向けと腐」は流通業向けの販売のほか食品加工業、外食業向けと

しても新規しても新規しても新規しても新規開拓し好調に推移開拓し好調に推移開拓し好調に推移開拓し好調に推移いたいたいたいたしました。しました。しました。しました。一方で一方で一方で一方で、、、、一部の不採算取引一部の不採算取引一部の不採算取引一部の不採算取引の見直しを行の見直しを行の見直しを行の見直しを行っっっっ

た結果、た結果、た結果、た結果、前期比較で前期比較で前期比較で前期比較で 396396396396 百万円増加し、百万円増加し、百万円増加し、百万円増加し、9,4809,4809,4809,480 百万円（前期比較百万円（前期比較百万円（前期比較百万円（前期比較 4.44.44.44.4％増）となりまし％増）となりまし％増）となりまし％増）となりまし

た。た。た。た。    

◎売上総利益◎売上総利益◎売上総利益◎売上総利益    

    上記の不採算取引の見直しに加えて、売上原価として外国産大豆製品の比率を増や上記の不採算取引の見直しに加えて、売上原価として外国産大豆製品の比率を増や上記の不採算取引の見直しに加えて、売上原価として外国産大豆製品の比率を増や上記の不採算取引の見直しに加えて、売上原価として外国産大豆製品の比率を増や

したこと、原油価格の低下によりしたこと、原油価格の低下によりしたこと、原油価格の低下によりしたこと、原油価格の低下により製造時に使用する燃料製造時に使用する燃料製造時に使用する燃料製造時に使用する燃料代の低減が図れたこと、関西工代の低減が図れたこと、関西工代の低減が図れたこと、関西工代の低減が図れたこと、関西工

場の稼働率向上によ場の稼働率向上によ場の稼働率向上によ場の稼働率向上により個当たり固定費の低減が図れたことなどからり個当たり固定費の低減が図れたことなどからり個当たり固定費の低減が図れたことなどからり個当たり固定費の低減が図れたことなどから、、、、売上総利益は、前売上総利益は、前売上総利益は、前売上総利益は、前

期比較で期比較で期比較で期比較で 688688688688 百万円増加し、百万円増加し、百万円増加し、百万円増加し、2,7552,7552,7552,755 百万円（前期比較百万円（前期比較百万円（前期比較百万円（前期比較 33.333.333.333.3％増）となりました。％増）となりました。％増）となりました。％増）となりました。    

◎営業利益◎営業利益◎営業利益◎営業利益    

    販売管理費は、販売管理費は、販売管理費は、販売管理費は、株式上場関連費用株式上場関連費用株式上場関連費用株式上場関連費用の発生等の発生等の発生等の発生等の一時的な費用の発生の一時的な費用の発生の一時的な費用の発生の一時的な費用の発生があったもののがあったもののがあったもののがあったものの配配配配

送効率の改善による荷造運賃の低減があり、売上高販管費送効率の改善による荷造運賃の低減があり、売上高販管費送効率の改善による荷造運賃の低減があり、売上高販管費送効率の改善による荷造運賃の低減があり、売上高販管費比率は前期とほぼ同率とな比率は前期とほぼ同率とな比率は前期とほぼ同率とな比率は前期とほぼ同率とな

り、営業利益は、前期比較でり、営業利益は、前期比較でり、営業利益は、前期比較でり、営業利益は、前期比較で 605605605605 百万円増加し、百万円増加し、百万円増加し、百万円増加し、1,0361,0361,0361,036 百万円（前期比較百万円（前期比較百万円（前期比較百万円（前期比較 140.6140.6140.6140.6％増）％増）％増）％増）

となりました。となりました。となりました。となりました。    

◎経常利益◎経常利益◎経常利益◎経常利益    

    経常利益は、前期比較で経常利益は、前期比較で経常利益は、前期比較で経常利益は、前期比較で 618618618618 百万円増加し、百万円増加し、百万円増加し、百万円増加し、1,0371,0371,0371,037 百万円（前期比較百万円（前期比較百万円（前期比較百万円（前期比較 147.4147.4147.4147.4％増）と％増）と％増）と％増）と

なりました。なりました。なりました。なりました。    

◎当期純利益◎当期純利益◎当期純利益◎当期純利益    

    当期純利益は、前期比較で当期純利益は、前期比較で当期純利益は、前期比較で当期純利益は、前期比較で 354354354354 百万円増加し、百万円増加し、百万円増加し、百万円増加し、703703703703 百万円（前期比較百万円（前期比較百万円（前期比較百万円（前期比較 101.5101.5101.5101.5％増）と％増）と％増）と％増）と

なりました。なりました。なりました。なりました。    

    

Ⅱ．Ⅱ．Ⅱ．Ⅱ．平成平成平成平成 29292929 年６月期年６月期年６月期年６月期業績業績業績業績予想―引き続き増収増益見込み予想―引き続き増収増益見込み予想―引き続き増収増益見込み予想―引き続き増収増益見込み    

    平成平成平成平成 29292929 年６月期業績予想は、売上高年６月期業績予想は、売上高年６月期業績予想は、売上高年６月期業績予想は、売上高 10,40010,40010,40010,400 百万円（前期比百万円（前期比百万円（前期比百万円（前期比 9.79.79.79.7％増）、営業利益％増）、営業利益％増）、営業利益％増）、営業利益 1,1501,1501,1501,150

百万円（前期比百万円（前期比百万円（前期比百万円（前期比 11.011.011.011.0％増）、経常利益％増）、経常利益％増）、経常利益％増）、経常利益 1,1301,1301,1301,130 百万円（百万円（百万円（百万円（8.98.98.98.9％増）、当期純利益％増）、当期純利益％増）、当期純利益％増）、当期純利益 750750750750 百万円百万円百万円百万円

（（（（6.66.66.66.6％増）としております。％増）としております。％増）としております。％増）としております。    

 

 

  

株式会社やまみ（JASDAQ2820） 

平成 28 年６月期業績概要及び平成 29 年６月期業績予想 

[Press Release] 

報道関係各位                       平成 28年８月 12日 

                              株式会社やまみ 



○業績サマリー（個別） 

（単位：百万円） 

  平成 26 年６月期 平成 27 年６月期 平成 28 年６月期 
平成 29 年６月期

（予想） 

売上高 7,748 9,084 9,480 10,400 

営業利益 357 430 1,036 1,150 

経常利益 348 419 1,037 1,130 

当期純利益 293 349 703 750 

 

○業績推移                   

   

    

設備投資の状況設備投資の状況設備投資の状況設備投資の状況    

平成平成平成平成 28282828 年６月期の設備投資額は年６月期の設備投資額は年６月期の設備投資額は年６月期の設備投資額は 1,3511,3511,3511,351 百万円となりました。主なものは以下の通り百万円となりました。主なものは以下の通り百万円となりました。主なものは以下の通り百万円となりました。主なものは以下の通り

です。です。です。です。    

・関西工場の建屋を増築し、関西エリアでの事業加速のための新ライン導入インフラ整・関西工場の建屋を増築し、関西エリアでの事業加速のための新ライン導入インフラ整・関西工場の建屋を増築し、関西エリアでの事業加速のための新ライン導入インフラ整・関西工場の建屋を増築し、関西エリアでの事業加速のための新ライン導入インフラ整

備を完了備を完了備を完了備を完了    

・本社工場の排水設備の強化を実施し、生産量拡大のインフラ整備の実施・本社工場の排水設備の強化を実施し、生産量拡大のインフラ整備の実施・本社工場の排水設備の強化を実施し、生産量拡大のインフラ整備の実施・本社工場の排水設備の強化を実施し、生産量拡大のインフラ整備の実施    

・本社工場に時間当たり製造量国内最速クラスの木綿豆腐製造ラインの導入・本社工場に時間当たり製造量国内最速クラスの木綿豆腐製造ラインの導入・本社工場に時間当たり製造量国内最速クラスの木綿豆腐製造ラインの導入・本社工場に時間当たり製造量国内最速クラスの木綿豆腐製造ラインの導入    

    平成平成平成平成 29292929 年６月期の設備投資は、関西工場の絹豆腐専用ライン新設、本社工場の絹豆年６月期の設備投資は、関西工場の絹豆腐専用ライン新設、本社工場の絹豆年６月期の設備投資は、関西工場の絹豆腐専用ライン新設、本社工場の絹豆年６月期の設備投資は、関西工場の絹豆腐専用ライン新設、本社工場の絹豆

腐専用ライン新設、関西工場の厚揚げラインの増強等により腐専用ライン新設、関西工場の厚揚げラインの増強等により腐専用ライン新設、関西工場の厚揚げラインの増強等により腐専用ライン新設、関西工場の厚揚げラインの増強等により 1,5001,5001,5001,500 百万円を見込んで百万円を見込んで百万円を見込んで百万円を見込んで

います。います。います。います。    
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木綿豆腐ライン（平成 28年５月稼動） 

    

 第一カット             第二カット 

    
 ボイル＆クール槽（殺菌工程）    箱詰めロボット 

 

【株式会社やまみ 会社概要】 

設立： 昭和 50 年１月 

代表者： 代表取締役社長 山名 清 

資本金： 696 百万円 

事業内容： 豆腐及びその関連製品である厚揚げ、油揚げ等の製造、販売 

本社： 広島県三原市沼田西町小原字袖掛 73-5 

事業所 関西工場 

滋賀県甲賀市水口町さつきが丘 16 番地 

大阪営業所 

大阪府茨木市末広町 4-41-202 

従業員数 正社員 158 名、パート社員 170 名 

合計 328 名 （平成 28 年６月末現在） 

 

【本リリースに関するお問合せ先】 

株式会社やまみ 経営企画室 

TEL：0848-86-5190 FAX：0848-86-3676 e-mail：ir@yamami.co.jp 

 

 
本資料は、平成 28年６月期の業績及び今後の経営ビジョンに関する資料の提供を目的としたものであ

り、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。また、本資料

は平成 28年８月 12日現在のデータに基づいて作成されております。本資料に記載された意見や予測

等は資料作成時点の当社の判断であり、その情報の正確性、完全性を保証し又は約束するものではな

く、また、今後予告なしに変更されることがあります。 


